
令 和 3年 度

二見校区まちづくりJla議会

総 会 議 案 書

(書 面 決 議 )

令和 3年 5月

二見校区まちづくり協議会

¬



〈
「

△
ム

豊
磯

2 議案

(1)

(2)

(3)

議案第 1号

議案第 2号

議案第 3号

令 和 3年
二見校区まちづく

総 会 次

(書 面 決 言

度
嚇
第

1 報告事項

(1)報 告第 1号

(2)報 告第 2号

(3)報 告第 3号

令和 2年度

令和 2年度

令和 2年度

令和 3年度

令和 3年度

令和 3年度

事業報告

収支決算報告

会計監査報告

書類監査報告

役員改選

事業計画

収支予算



≪報告第 1号≫

令 和 2年 度 事 業 報 告

二見校 区まちづ くり協議会

平成 28年 1月 に設立した本協議会は、これまで培った事業運営と活動の成果を

生かしながら、5年 目を迎えた令和 2年度においては、基本活動方針のもと、5つ
の基本 国標を掲げ、事業運営と活動展開を進めてまいりました。

しかしながら、年度当初より新型コロナ感染症が 3波 に渡 り拡大し、2度の 「緊

急事態宣言Jが発令されるなど、経済活動及び市民生活に大きな制約を受け、本協

議会においても、多くの事業及びイベン ト等の活動を中止せぎるを得ない状況とな

りました。

例年ではとりわけ、 「夏まつり (花火大会)」 、 「いい二見の日」、「左義長 J

などのイベント・行事においては、本部及び専門部会組織や実行委員会の下で、よ

り多くのスタッフが加わり、新たな試みも付加 しながら多くの地域住民が参加 し、

子どもから高齢者まで多世代の住民を巻き込んで実施 してきました。
しかし、令和 2年度は、「いい二見の日」イベン トをはじめとして活動の中止や

自粛を余儀なくされる中で、本協議会では、コロナ禍であっても、創意工夫をしな

がら出来ることはやつていこうという方針で取り組んできました。

その結果、「夏まつり」は従来の花火大会ではなく子供中心に自宅で花火を上げ

その様子を LINEに アップして楽しむという新たな方式で実施 しました。

また、「左義長Jでは、会場である校庭への一般の方の入場を制限し、飲食の提

供も取 りやめましたが、防犯・防災推進部会とのコラボで防災の啓発と防災グッズ

の提供を行なうなど部会間の連携を図りながら実施 しました。
このように、コロナ禍においてもその状況に応 じてこうした活動を実施できたの

は、小学校、こども園、各自治会、その他多くの地域関連団体、取分け地域の方々

の理解と支援が得られたことによるものとうれしく思つています。

以下のとおり、令和 2年 4月 から令和 3年 3月 末までの 1年間、関係役員・部会

員が一体となり、協議を重ねながら事業活動を進めてきました。

～令和 2年度の事業運営や活動、行事等～

(1)定期的な役員会の開催 (コ ロナ禍によリー部中止)

。毎月定期的に開催する「執行役員会」 (6月 ,8月 ,10月 ,12月 ,1月 ,3月 )

この会議には、隔月、評議員である全自治会長の出席を得ている。 (7月 ,9

月,11月 )

。これに合わせ開催する「本部役員会」

(会長以下の三役、また本部役員が協議を行 う会議 )

(2)専門部会の協議、活動

① 総務・広報委員会

広報誌 (ま ち協だより)の発行 (年間 2回発行)

まちナビAKASHIでの地域情報の充実

地域広報、PR活動の実践



② 自治会部会

二見校区まち協と校区自治会との連携充実と協力体制の構築
・精霊流しの実施

二見校区まち協の事業・活動の推進と支援
二見校区まち協の行事、活動の地域への広報PRの実施

③ 健康推進部会

市民救命士講習会の実施等⇒ (中止)

④ イベント・行事部会

多様な地域住民交流イベント・行事の実施

実行委員会と連携、一体化して実施、開催
。「第 9回いい二見の日」イベント⇒ (中止)

・「第 3回 二見の夏まつ り (花火大会)」 ⇒LINEを 取 り入れた新たな

方式での開催
。「第 4回二見校区左義長」⇒防犯・防災推進部会とのコラボで実施

⑤ 環境衛生推進部会
・地域住民の安全、安心を目指した道路に関する実態調査
・児童の通学路の安全確保の実地調査、整備活動
・安全表示の整備に向けた情報収集と実践

⑥ 防犯 。防災推進部会
・ 「左義長」でのイベン ト・行事部会とのコラボによる地域防災の意識啓

発活動の推進
。二見地区自主防災組織と連携 しての防災備品、備蓄品の充実

⑦ 子育て支援部会
・二見小学校と連携した児童への紙芝居⇒飛沫対応 としてプロジェクタ

ー使用、人数制限などコロナ対策を徹底 しての実施

伝承活動の実施

(3)地域住民交流イベント・行事の実施

① 「市民救命士講習会」 (連合自治会とSC21二 見と連携)

⇒コロナ禍により中止

② 「二見の夏まつり (花火大会)」 /夏 まつり実行委員会主催
・ 8月 22日 (土)参 加者数 約 1, 800名
。 各家庭内、庭先において、防犯・防災推進部会とのコラボで実施

③ 「いい二見の日」イベント

⇒コロナ禍により中止

④ 「地域避難訓練」

→コロナ禍により中止

⑤ 「左義長 (と んど焼き)」
。 1月 11日 (月 ・祝)、  参加者 約 200名 (入場制限)、 二見小学校

運動場

(4)その他  (役員間交流、情報意見交換)  はか
。 小学校区コミセン (事務室、会議室)、 地域公民館
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≪報告第 2号≫

上記のとお り報告します。

二見校区まちづくり協議会

令和 2年度 収支決算報告

―
l

(令 和 2年 4月 1日 ～令和 3年 3月 31日 )

収入の部 (単位 :円 )

科  目 事 業 区 分 予算額 決算額 摘 要

繰越金 前年度繰越金 296,358 296,358

市補助金 住みよい地域づ くり補助金 600,000 600,000

雑  入 受 取 利 息 5

△
ロ 計 896,358 896,363

支 出 (単位 :円 )

科 目    事 業 区 分 予算額 決算額 摘 要

事 業 費

(1)広報部会 100,000 104,800

(2)健康推進部会 20,000 0

(3)イ ベン ト・行事部会 50,000 135,209

(4)環境整備・衛生推進部会 20,000 7,790

(5)防犯防災推進部会 20,000 Ｅ
Ｕ

０
０

０
０

(6)子育て支援部会 20,000 0

(7)高齢者支援部会 10,000 0

(8)「 いい二見の日」イベン ト/事業経費 300,000 0

(9) 「夏まつ り」イベン ト実行委員会 50,000 50,000

計 590,000 298,684

運営費

(1)需用費/消耗品費 50,000 312,028

(2)保険料 5,000 0

(3)通信費 5,000 5,233

計 60,000 ０
０

ｒ
ｕ

Ｏ
ι

予備費 246,358

次期繰越金 280,418

△
ロ 計 896,358 896,363

当初  (円 ) 期末 (円 )

18,271

2 普通預金   日新信用金庫 273,872 262,147

会 計 増本 賀英

3



≪報告第 3号 ≫

会 計 監 査 結 果 (報告書)

令和 2年度における二見校区まちづくり協議会の収支決算について、

証拠書類及び関係帳簿の監査を行つた結果,正確かつ公正であることを

認めます。

令和 3年  4月  6日

二見校区まちづ くり協議会

会 計 監 査  中 井 正 昭  ①

会 計 監 査  大 西 まさみ  ⑤
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≪報告第 3号≫

令和 3年 4月 8日

書 類 監 査 報 告 書

二見校区まちづくり協議会

会 長  小 山 泰 茂  様

二見校区まちづくり協議会

書類監査  井上 嘉子  0

書類監査  井登 正典  0

二見校区まちづくり協議会会則第 11条及び細則4の第 1条から第6条の規定

に基づき、下記のとおり書類監査を実施したので報告します。

記

1 監 査 日     令和 3年 4月 8日

2 監査対象     自 令和 2年 4月  1日 から

至 令和 3年 3月 31日 まで

3 監査書類    (1)総 会案内及び議事録

(2)役員会開催案内、次第及び議事録

(3)部会報告書類

(4)公印文書・行政文書

(5)承 諾 書  ほか関係書類

4 監査方法    対象となつている書類の監査

5 監査の結果及び意見

監査対象書類はいずれも正確に作成、発行、保存されて

いることを確認したので報告いたします。

以  上

¬
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≪議案第 1号》

令和 3年度役員改選

○

O
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Ｏ
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(二見校区まちづくり協議会 )

No 役  職 委 員 名 所 属 団 体

1

本

部

役

員

会  長 小山 泰茂 西二見自治会

2 副会長 絹川 和之 学識経験者 (地蔵町 )

4 会  計 増本 賀英 地蔵町自治会

5 書  記 大西 正子 宮北 自治会

6 総  務 大西 教夫 西の町 自治会 &SC21二 見

7

／

専

門

部

会

長

執

行

役

員

自治会部会 門田 治憲 仲の町自治会

8 広報部会 川口 直邦 宮西自治会

9 健康推進部会 岸  正之 北の町自治会

10 イベント・行事部会 柴谷 欣伸 二見町商店会

環境整備・衛生推進部会 (兼務)Jヽ 山 泰茂 西二見自治会

12 防犯・防災推進部会 (兼務 ) 絹川 和之 学識経験者 (地 蔵町 )

子育て支援部会 戎  正昭 ら、たみつ子育て隊

監

　

査

会計監査 中井 正昭 東の町 自治会

会計監査 大西 まさみ ホ
・
ランティアク

・ルーフ
・二見はまなす会

書類監査 井登 正典 学識経験者 (東の町 )

18 書類監査 井上 嘉子 ホ
・
ランティアク

・
ルーフ

゜
まんま二見

19
評

議

委

員

会

委

員

見

小

校

区

連

合

自

治

協

議

会

二

見

小

校

区

　

自

治

会

長

井登 正典 東の町自治会

20 門田 治憲 仲の町自治会

21 増本 賀英 地蔵町自治会

22 高見 博道 北の町自治会 (二見校区担当)

23 大西 教夫 西の町 自治会

24 藤井 清 原の町 自治会

25 岡田 ―郎 二見町富の前 自治会

26 大西 正子 宮北自治会

27 岩本  明 宮西自治会

28 秋好 海人 ライオンス
・マンション明石二見 自治会

29 稲本 悠― 東二見教職員公舎自治会

30 渡田 清 西二見県住 自治会

31 小山 泰茂 西二見自治会

32

各種団体選出役員

西尾 和典
二見地区青少年愛護協議会

明石市防犯協会二見小校区支部

33 石原 団弘
ゴミ減量推進協議会二見支部

二見町人権教育研究協議会

34 尾上 輝光 二見小学校PTA
35 櫻井  修 二見校区連合高年クラブ

36 高 田 慶― スクールガードニ見

37 橋 田 ちづ代 二見地区民生児童委員協議会

38 出水  誠 二見町商店会

39 荒川  勝 明石市立二見小学校 (校長 )

40 松野多鶴子 明石市立二見こども園 (園 長 )

41 大西 賀雄 東二見漁業協同組合

42 山本 章等 西二見漁業協同組合

○は新役員

O

6

副会長

14 高齢者支援部会



≪議案第 2号≫

令和 3年 度 事 業計 画

二見校 区 まちづ くり協議会

基本活動方針

・ 地域の誰からも信頼され、親 しみを抱かれる「二見校区まちづくり協議会」の

さらなる充実をめざし、次世代に繋げる明るいまちづくり計画の策定を進めま

す。

・ 専門部会や実行委員会を中心にまちづくりの活動を進めるとともに、地域の誰

もが明るく元気で活き活きと暮らせる二見校区のまちづくりをめざします。
・ 地域の皆さんの意見や要望を反映し、地域の願いを具現化できる「人の気持

ちを大切にするまちづくり」、「うるおいのあるまちづくり」をめざします。

(基本 目標 )

1)明 るく、元気に、安心して、暮 らしやすいまちづくりをめざす。

子どもから高齢者まで誰もが安心して暮らせる「住みよいまち」「住み続け

たいまち」にするため、地域でできることは地域で取組み、行政に求めるこ

とは行政に要請 し、多様な課題の解決に迅速に取組む。

日常生活と結びつきのある課題に目を向け、 「住んで良かつたと感 じられ

るまち」に向け、関係自治会とも連携、協力して、成果を実感できるまちづ

くりをめざす。

減災知識や防犯意識を高めるとともにこれに向けた事業活動を推進 し、
「安全・安心に暮らせるまちづくり」をめざす。

2)活動が、無理なく持続できるコミュニティづくりをめざす。

さり気ない日々の “あいさつ"が地域内に飛び交う「人の温もりを大切に

する地域づくり」の展開を進める。

住民のボランティア活動を通じて、暖かい気持ちが通い合 う地域をめざす。

多様な行事を心のふれあいの場として位置づけ、多くの人たちが集い、楽

しめる事業展開を進める。

みんなが明るく元気で、住民交流が進む 「二見校区」のまちづくりのさら

なる充実をめざす。

3)開かれたまちづくり協議会の運営に努める。

まちづくり協議会の規範である会則を遵守し、住民の思いが生かされる

運営を進める。

定期的に開催される役員会で審議された内容を記録 し、公開するとともに

それぞれの事業に反映させる。

4)諸 問題、課題の解決に向け、まち協内での協議を重ね、関係団体とも連携

して積極的に解決、改善に取り組む。

]



会議で出された意見や要望、さらには地域から持ち込まれる諸問題、課題

に対しては、真摯に取り組み、誰もが自由に活発な意見が言える風土づくり

に努める。

地域の諸問題や課題の解決にあたつては、まち協内での協議を重ね、行政

の関係部署や関係 自治会とも連携して積極的に解決に取り組む。

5)次の世代に繋げる二見校区のまちづくり計画の策定をめざす。
「住みよいまち、住み続けたいまち」、そして「住んで良かつたと実感でき

るまち」の創造をめざし、次世代に繋げる二見校区の個性あふれるまちづくり

を進めるため、「二見校区まちづくり計画Jの策定を進める。

今年度においては、昨年度の進捗を踏まえ、計画策定に向けてのまちづくり

検討メンバー募集、アンケー ト調査等、計画策定を目指して具体的に取 り組

んでいく。

2 協議会本部の活動計画

(1)定期総会

① 年間事業計画及び収支予算の審議、承認

② 実施事業及び収支決算の報告、承認

③ 関係役員の選任及び承認

(2)本部役員会

① 本部役員会・三役会

例月開催 (年間 12回)開催

協議会の事業活動の企画・調整と推進

～小山投手講演イベント等の実施～

～「令和 3年度県民交流広場を対象とした地域力強化事業Jの実施～

② 「まちづくり計画」策定する組織の創成と推進

(3)執行役員会

① 執行役員会、評議委員会委員 (校区自治会会長)を加えた会議

各月開催 (年間6回以上)開催

各部会の事業活動の計画・実施の報告

各事業活動の推進協議

3 専門部会の活動計画

(1)自 治会部会

① 自治会とまち協事業との連携、調整

② 自治会活動と部会活動との協力、連携
～精霊流しの実施～

③ 自治会のまち協活動への参画推進

(2)広報部会

① 広報誌の編集 。発行 (年間 2回 )

¬
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② 校区内情宣活動の実施 (活動、行事のPR広報資料の作成・発行)

③  「まちづくり計画」策定の推進

(3)健康推進部会

① 校区住民の健康推進活動の実施

② 校区住民の健康増進への啓発 (明石市出前講座の活用)

③ スポーツ活動を通じた健康づくりの実施

④ 市民救命士講習会や健康にかかる事業の推進

(4)イ ベント・行事部会

① 地域住民の交流を深めるイベント (行事)の開催

～実行委員会と連携、協力したイベント (行事)の実施～

② 「夏まつり」イベントの実施

③ 「いい二見の日」イベントの実施

④ 「左義長」イベントの実施

(5)環境衛生推進部会

① 地域住民の安全、安心を目指した道路に関する実態調査

② 児童の通学路の安全確保の実地調査、整備活動

③ 安全表示の整備に向けた情報収集と実践

(6)防犯防災推進部会

1)防犯・安全推進担当

① 防犯にかかる意識啓発活動の実施

② 防犯活動の推進

③ 犯罪抑止に向けたパ トロール活動の推進

2)防災活動推進担当

④ 防災にかかる意識啓発活動の実施

⑤ 災害を想定した避難訓練の実施

⑥ 災害を想定した備えの啓発、推進

(7)子育て支援部会

① 健やかなふたみつこ (児童)の育成支援

② 二見小校区児童への地域生活の情報提供活動の実施

③ 二見小校区児童への昔話や遊びの伝承活動

(8)高齢者支援部会

① 高齢者の集える居場所づくりへの支援

② 高齢者の健康管理と啓発活動の実施

(9)新型コロナウイルス感染症による影響

令和 2年当初頃から、新型コロナウイルス感染症が発生・拡大し、その後、

国から「新型コロナウイル感染症緊急事態宣言」がなされるなど、感染症拡大

防止に向けた取り組みが求められ、昨年度は多くのイベント等が中止になつた。
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今年度についても、このコロナ禍が直ぐに収まるような気配が見られない状

況であるため、令和 3年度の事業計画についても、今後この新型コロナウイル

ス感染症の発生状況によつて大幅な見直しの必要が生じる可能性があり、適宜

見直しを行つて行く。

ヽ
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≪議案第 3号≫

令和 3年度 収支予算
(令和 3年 4月 1日 ～令和 4年 3月 31日 )

収 入

科 目    事 業 区 分 金 額  (円 ) 摘 要

繰 越 金   前年度より繰越 280,418

市補助金   住みよい地域づくり補助金 600,000

△
ロ 計 880,418

支 出

科 目    事 業 区 分 金 額  (円 ) 摘 要

事 業 費

(1)広報部会 100,000

(2)健康推進部会 20,000

(3)イ ベント・行事部会 50,000

(4)環境整備・衛生推進部会 20,000

(5)防犯・防災推進部会 20,000

(6)子育て支援部会 20,000

(7)高齢者支援音「会 10,000

(3) 「いい二見の日」イベント事業経費 300,000

(9) 「夏まつ り」イベン ト実行委員会 50,000

/1ヽ 計 590,000

運 営 費

(1)需用費/消耗品費 50,000

(2)保険料 5,000

(3)通信費 5,000

計 60,000

予備費 230,418

△
ロ 計 880,418
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